
飛行計画記入・通報要領新旧対照表 
（傍線の部分は改正部分） 

改 正   現 行 
 
平成２４年９月３日 制定（国空用第２７９号） 

平成２４年１０月９日 一部改正（国空用第３４９号） 

平成２５年１０月１７日 一部改正（国空用第３１６号） 

平成２７年２月３日 一部改正（国空用第６６８号） 

平成２８年１０月１３日 一部改正（国空用第４４９号） 

 

 

飛行計画記入・通報要領 

 

航空局交通管制部運用課長 

 

１．～４． （略） 

５．飛行計画記入要領 

飛行計画は、次に掲げるところにより、記入するものとする。なお、外国ＦＩＲ

を航行する航空機に必要な記入内容については、外国ＦＩＲに係る各国の航空路誌

（以下「ＡＩＰ」という。）等で確認しなければならない。 

５．１ （略） 
５．２飛行計画各項の記入 
（１）～（３） （略） 

（４）第１０項無線設備等装備の種類及び当該機器の性能、並びに当該航空機の能力 

  ａ．無線通信、航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能、並びに当該

航空機の能力（第１０項ａ） 

（ａ） （略） 

（ｂ）上記（４）ａ．（ａ）により記入した「Ｎ」又は「Ｓ」に続けて、次の

表の使用可能な搭載機器の種類及び当該機器の性能並びに当該航空機の能

力に該当する記号を記入する。 

平成２４年９月３日 制定（国空用第２７９号） 

平成２４年１０月９日 一部改正（国空用第３４９号） 

平成２５年１０月１７日 一部改正（国空用第３１６号） 

平成２７年２月３日 一部改正（国空用第６６８号） 

 

 

 

飛行計画記入・通報要領 

 

航空局交通管制部運用課長 

 

１．～４． （略） 

５．飛行計画記入要領 

飛行計画は、次に掲げるところにより、記入するものとする。なお、外国ＦＩＲ

を航行する航空機に必要な記入内容については、外国ＦＩＲに係る各国の航空路誌

（以下「ＡＩＰ」という。）等で確認しなければならない。 

５．１ （略） 
５．２飛行計画各項の記入 
（１）～（３） （略） 

（４）第１０項無線設備等装備の種類及び当該機器の性能、並びに当該航空機の能力 

  ａ．無線通信、航行及び進入援助機器の種類並びに当該機器の性能、並びに当該

航空機の能力（第１０項ａ） 

（ａ） （略） 

（ｂ）上記（４）ａ．（ａ）により記入した「Ｎ」又は「Ｓ」に続けて、次の

表の使用可能な搭載機器の種類及び当該機器の性能並びに当該航空機の能

力に該当する記号を記入する。 



飛行計画記入・通報要領新旧対照表 
（傍線の部分は改正部分） 

改 正   現 行 
 

記号 使用可能な搭載機器の種類及び当該機器の性能並びに

当該航空機の能力 

Ａ ＧＢＡＳ着陸システム 

Ｂ ＬＰＶ（ＡＰＶ ｗｉｔｈ ＳＢＡＳ） 

Ｃ ＬＯＲＡＮ Ｃ 

Ｄ ＤＭＥ 

Ｅ１ ＦＭＣ ＷＰＲ ＡＣＡＲＳ 

Ｅ２ Ｄ－ＦＩＳ ＡＣＡＲＳ 

Ｅ３ ＰＤＣ ＡＣＡＲＳ 

Ｆ ＡＤＦ 

Ｇ ＧＮＳＳ 

Ｈ ＨＦ無線電話 

Ｉ 慣性航法装置 

Ｊ１ ＣＰＤＬＣ ＡＴＮ ＶＤＬ モード２ 

Ｊ２ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＨＦＤＬ 

Ｊ３ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＶＤＬ モードＡ 

Ｊ４ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＶＤＬ モード２ 

Ｊ５ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ 

ＳＡＴＣＯＭ（ＩＮＭＡＲＳＡＴ） 

Ｊ６ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ 

ＳＡＴＣＯＭ（ＭＴＳＡＴ） 

Ｊ７ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ 

ＳＡＴＣＯＭ（Ｉｒｉｄｉｕｍ） 

Ｋ ＭＬＳ 

記号 使用可能な搭載機器の種類及び当該機器の性能並びに

当該航空機の能力 

Ａ ＧＢＡＳ着陸システム 

Ｂ ＬＰＶ（ＡＰＶ ｗｉｔｈ ＳＢＡＳ） 

Ｃ ＬＯＲＡＮ Ｃ 

Ｄ ＤＭＥ 

Ｅ１ ＦＭＣ ＷＰＲ ＡＣＡＲＳ 

Ｅ２ Ｄ－ＦＩＳ ＡＣＡＲＳ 

Ｅ３ ＰＤＣ ＡＣＡＲＳ 

Ｆ ＡＤＦ 

Ｇ ＧＮＳＳ 

Ｈ ＨＦ無線電話 

Ｉ 慣性航法装置 

Ｊ１ ＣＰＤＬＣ ＡＴＮ ＶＤＬ モード２ 

Ｊ２ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＨＦＤＬ 

Ｊ３ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＶＤＬ モードＡ 

Ｊ４ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ ＶＤＬ モード２ 

Ｊ５ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ 

ＳＡＴＣＯＭ（ＩＮＭＡＲＳＡＴ） 

Ｊ６ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ 

ＳＡＴＣＯＭ（ＭＴＳＡＴ） 

Ｊ７ ＣＰＤＬＣ ＦＡＮＳ １／Ａ 

ＳＡＴＣＯＭ（Ｉｒｉｄｉｕｍ） 

Ｋ ＭＬＳ 



飛行計画記入・通報要領新旧対照表 
（傍線の部分は改正部分） 

改 正   現 行 
 

Ｌ ＩＬＳ 

Ｍ１ ＡＴＣ ＳＡＴＶＯＩＣＥ無線電話 ＳＡＴＣＯＭ

(ＩＮＭＡＲＳＡＴ) 

Ｍ２ ＡＴＣ ＳＡＴＶＯＩＣＥ無線電話 ＳＡＴＣＯＭ

（ＭＴＳＡＴ） 

Ｍ３ ＡＴＣ ＳＡＴＶＯＩＣＥ無線電話 ＳＡＴＣＯＭ

（Ｉｒｉｄｉｕｍ） 

Ｏ ＶＯＲ 

Ｐ１ ＣＰＤＬＣ ＲＣＰ ４００ 

Ｐ２ ＣＰＤＬＣ ＲＣＰ ２４０ 

Ｐ３ ＳＡＴＶＯＩＣＥ ＲＣＰ ４００ 

Ｒ ＰＢＮ航行の許可 

Ｔ ＴＡＣＡＮ 

Ｕ ＵＨＦ無線電話 

Ｖ ＶＨＦ無線電話 

Ｗ ＲＶＳＭ航行の許可 

Ｘ ＭＮＰＳ航行の許可 

Ｙ ８．３３ｋＨｚチャンネル間隔能力を有するＶＨＦ 

Ｚ その他搭載機器又は能力 

 

    注１～注４ （略） 

 

ｂ．監視機器の種類及び当該機器の性能並びに当該航空機の能力（第１０項ｂ） 

（ａ）次の表の使用可能な搭載監視機器の種類及び当該機器の性能に該当する

記号を最大２０文字以内で記入する。 

Ｌ ＩＬＳ 

Ｍ１ ＡＴＣ無線電話 ＳＡＴＣＯＭ(ＩＮＭＡＲＳＡＴ) 

 

Ｍ２ ＡＴＣ無線電話 ＳＡＴＣＯＭ（ＭＴＳＡＴ） 

 

Ｍ３ ＡＴＣ無線電話 ＳＡＴＣＯＭ（Ｉｒｉｄｉｕｍ） 

 

Ｏ ＶＯＲ 

新規 新規 

新規 新規 

新規 新規 

Ｒ ＰＢＮ航行の許可 

Ｔ ＴＡＣＡＮ 

Ｕ ＵＨＦ無線電話 

Ｖ ＶＨＦ無線電話 

Ｗ ＲＶＳＭ航行の許可 

Ｘ ＭＮＰＳ航行の許可 

Ｙ ８．３３ｋＨｚチャンネル間隔能力を有するＶＨＦ 

Ｚ その他搭載機器又は能力 

 

    注１～注４ （略） 

 

ｂ．監視機器の種類及び当該機器の性能並びに当該航空機の能力（第１０項ｂ） 

（ａ）次の表の使用可能な搭載監視機器の種類及び当該機器の性能に該当する

記号を最大２０文字以内で記入する。 



飛行計画記入・通報要領新旧対照表 
（傍線の部分は改正部分） 

改 正   現 行 
 

 表 （略） 

注１ 上記以外の監視機器を搭載しているときは、第１８項（その他の情

報）に「ＳＵＲ／」及びそれに続けて監視機器の名称を明記する。 

注２ ＲＳＰが適用可能な場合は、第１８項（その他の情報）に「ＳＵＲ

／」及びそれに続けてＲＳＰの種別を明記する。 

 

（５）～（７） （略） 

 

（８）第１８項 その他の情報 

次に掲げるところにより、記入する。なお、次に掲げるもの以外で「／」及び

「－」の記号を使用してはならない。 

ａ．～ｂ． （略） 

注１ （ｕｔ）ア.～シ．については順序は問わない。 

  注２ （略） 

 

（ａ）航空交通業務上特別の処理を必要とする理由 

航空交通業務上特別の処理を必要とする場合は、「ＳＴＳ／」及びそ

れに続けて次に掲げる表のうち該当する記号を記入する。なお、２以上

の理由がある場合には、１字をあけて記入する。） 

表 （略） 

   注１ 上記以外の理由で航空交通業務上特別の処理を必要とする場合は、「Ｒ

ＭＫ／」及びそれに続けて５．２（８）ｂ．（ｕｔ）シ．「機長が航空交

通業務に関し必要と認める事項」としてその理由を記入する。 

   注２ （略） 

 

（ｂ）～（ｇ） （略） 

 表 （略） 

注 上記以外の監視機器を搭載しているときは、第１８項（その他の情報）

に「ＳＵＲ／」及びそれに続けて監視機器の名称を明記する。 

新規 

 

 

（５）～（７） （略） 

 

（８）第１８項 その他の情報 

次に掲げるところにより、記入する。なお、次に掲げるもの以外で「／」及び

「－」の記号を使用してはならない。 

ａ．～ｂ． （略） 

注１ （ｔ）ア.～シ．については順序は問わない。 

  注２ （略） 

 

（ａ）航空交通業務上特別の処理を必要とする理由 

航空交通業務上特別の処理を必要とする場合は、「ＳＴＳ／」及びそ

れに続けて次に掲げる表のうち該当する記号を記入する。なお、２以上

の理由がある場合には、１字をあけて記入する。） 

表 （略） 

   注１ 上記以外の理由で航空交通業務上特別の処理を必要とする場合は、「Ｒ

ＭＫ／」及びそれに続けて５．２（８）ｂ．（ｔ）シ．「機長が航空交通

業務に関し必要と認める事項」としてその理由を記入する。 

   注２ （略） 

 

（ｂ）～（ｇ） （略） 



飛行計画記入・通報要領新旧対照表 
（傍線の部分は改正部分） 

改 正   現 行 
 

 

（ｈ）ＲＳＰの種別 

    ＲＳＰが適用可能な場合、「ＳＵＲ／」及びそれに続けてＲＳＰの種別（２

種類以上のＲＳＰの種別を有する場合は１字あけて）を記入する。ただし、上

記（ｇ）の記入を行った場合は、「ＳＵＲ／」を省略し、記入されている項目

から１字あけるものとする。 

（ｉｈ）出発飛行場名 

第１３項の出発飛行場名に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、「ＤＥＰ／」及

びそれに続けて当該出発地を管轄する空港事務所（海上又は海上の船舶を出発

地とする航空機については、当該航空機の飛行計画を通報した空港事務所又は

当該航空機の飛行計画を通報した空港出張所及び空港・航空路監視レーダー事

務所の所在地を管轄区域とする空港事務所のことをいう。）のＩＣＡＯ４文字

地点略号の下３桁、ピリオド及び出発飛行場名（場外離着陸場を表わす名称及

び地名も含む。）を順に記入する。 

なお、出発飛行場名に代えて当該出発地の位置を記載する場合は、次に掲げ

るところにより、記入する。 

ア．緯度及び経度で表示する場合、緯度を表わす数字（４桁の数字で分の単位

まで表示するものとする。）及び北緯を示す記号「Ｎ」又は南緯を示す記号

「Ｓ」並びに経度を表わす数字（５桁の数字で分の単位まで表示するものと

する。）及び東経を示す記号「Ｅ」又は西経を示す記号「Ｗ」をこの順に続

けて記入する。 

イ．特定地点からの方位及び距離で表示する場合、当該地点のＡＩＰ等で公示

する記号、当該地点からの磁方位（３桁の数字で度により１の位まで表示す

るものとする。）及び距離（３桁の数字で海里により１の位まで表示するも

のとする。）を順に記入する。 

（ｊｉ）目的飛行場名 

 

新規 

 

 

 

 

（ｈ）出発飛行場名 

第１３項の出発飛行場名に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、「ＤＥＰ／」及

びそれに続けて当該出発地を管轄する空港事務所（海上又は海上の船舶を出発

地とする航空機については、当該航空機の飛行計画を通報した空港事務所又は

当該航空機の飛行計画を通報した空港出張所及び空港・航空路監視レーダー事

務所の所在地を管轄区域とする空港事務所のことをいう。）のＩＣＡＯ４文字

地点略号の下３桁、ピリオド及び出発飛行場名（場外離着陸場を表わす名称及

び地名も含む。）を順に記入する。 

なお、出発飛行場名に代えて当該出発地の位置を記載する場合は、次に掲げ

るところにより、記入する。 

ア．緯度及び経度で表示する場合、緯度を表わす数字（４桁の数字で分の単位

まで表示するものとする。）及び北緯を示す記号「Ｎ」又は南緯を示す記号

「Ｓ」並びに経度を表わす数字（５桁の数字で分の単位まで表示するものと

する。）及び東経を示す記号「Ｅ」又は西経を示す記号「Ｗ」をこの順に続

けて記入する。 

イ．特定地点からの方位及び距離で表示する場合、当該地点のＡＩＰ等で公示

する記号、当該地点からの磁方位（３桁の数字で度により１の位まで表示す

るものとする。）及び距離（３桁の数字で海里により１の位まで表示するも

のとする。）を順に記入する。 

（ｉ）目的飛行場名 



飛行計画記入・通報要領新旧対照表 
（傍線の部分は改正部分） 

改 正   現 行 
 

第１６項の目的飛行場に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、「ＤＥＳＴ／」及

びそれに続けて当該目的地を管轄する空港事務所（海上又は海上の船舶を目的

地とする航空機については、当該航空機の飛行計画を通報した空港事務所又は

当該航空機の飛行計画を通報した空港出張所及び空港・航空路監視レーダー事

務所の所在地を管轄区域とする空港事務所のことをいう。）のＩＣＡＯ４文字

地点略号の下３桁、ピリオド及び目的飛行場名（場外離着陸場を表わす名称及

び地名も含む。）を順に記入する。 

なお、目的飛行場名に代えて当該目的地の位置を記載する場合には、上記

ｈ）のア．又はイ．のいずれかによる。 

（ｋｊ）出発日 

移動開始時刻が２４時間以降の飛行計画を提出する場合については、「ＤＯ

Ｆ／」及びそれに続けて出発年月日（年については西暦の下２桁、月及び日に

ついてはそれぞれ２桁で表すこととする。）を記入する。 

（ｌｋ）航空機の国籍記号及び登録記号 

第７項に記入した航空機識別と航空機の国籍記号及び登録記号が異なる場合

については、「ＲＥＧ／」及びそれに続けて当該航空機の国籍記号及び登録記

号を記入する。 

（ｍｌ）特定地点までの時間 

当局又は地区協定により要求される場合については、「ＥＥＴ／」及びそれ

に続けて要求された地点又はＦＩＲの境界を示すＩＣＡＯ４文字地点略号、及

び離陸してから当該地点に至るまでの所要時間を記入する。 

（ｎｍ）セルコールコード 

外国ＦＩＲを飛行する航空機又は航空路Ｇ５８１を飛行する航空機は、「Ｓ

ＥＬ／」及びそれに続けて当該航空機のセルコールコードを記入する。 

（ｏｎ）航空機の数及び型式 

第９項に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、次に掲げるところにより、航空機

第１６項の目的飛行場に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、「ＤＥＳＴ／」及

びそれに続けて当該目的地を管轄する空港事務所（海上又は海上の船舶を目的

地とする航空機については、当該航空機の飛行計画を通報した空港事務所又は

当該航空機の飛行計画を通報した空港出張所及び空港・航空路監視レーダー事

務所の所在地を管轄区域とする空港事務所のことをいう。）のＩＣＡＯ４文字

地点略号の下３桁、ピリオド及び目的飛行場名（場外離着陸場を表わす名称及

び地名も含む。）を順に記入する。 

なお、目的飛行場名に代えて当該目的地の位置を記載する場合には、上記

ｈ）のア．又はイ．のいずれかによる。 

（ｊ）出発日 

移動開始時刻が２４時間以降の飛行計画を提出する場合については、「ＤＯ

Ｆ／」及びそれに続けて出発年月日（年については西暦の下２桁、月及び日に

ついてはそれぞれ２桁で表すこととする。）を記入する。 

（ｋ）航空機の国籍記号及び登録記号 

第７項に記入した航空機識別と航空機の国籍記号及び登録記号が異なる場合

については、「ＲＥＧ／」及びそれに続けて当該航空機の国籍記号及び登録記

号を記入する。 

（ｌ）特定地点までの時間 

当局又は地区協定により要求される場合については、「ＥＥＴ／」及びそれ

に続けて要求された地点又はＦＩＲの境界を示すＩＣＡＯ４文字地点略号、及

び離陸してから当該地点に至るまでの所要時間を記入する。 

（ｍ）セルコールコード 

外国ＦＩＲを飛行する航空機又は航空路Ｇ５８１を飛行する航空機は、「Ｓ

ＥＬ／」及びそれに続けて当該航空機のセルコールコードを記入する。 

（ｎ）航空機の数及び型式 

第９項に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、次に掲げるところにより、航空機
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の数又は型式を記入する。 

ア．～イ． （略） 

（ｐｏ）運航者略号又は運航者名 

第７項に記入した航空機識別がＩＣＡＯ３文字略号により表示されていない

場合については、「ＯＰＲ／」及びそれに続けてＩＣＡＯ３文字略号を記入す

る。 

ただし、ＩＣＡＯ３文字略号が登録されていない運航者が外国ＦＩＲを航行

する場合は、当該運航者名を記入し、福岡ＦＩＲ内のみを航行する場合は、Ａ

ＩＰに公示されている運航者略号を記入する。 

（ｑｐ）飛行計画に関する問い合わせ先のＡＦＴＮアドレス又は連絡先専用通信

回線により通報した飛行計画であって、その通報の発信者のＡＦＴＮアドレス

が飛行計画に関する問い合わせ先と異なる場合、「ＯＲＧＮ／」及びそれに続

けて飛行計画に関する問い合わせ先のＡＦＴＮアドレス又は連絡先を記入す

る。 

（ｒｑ）代替目的飛行場名 

第１６項の代替目的飛行場に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、「ＡＬＴＮ

／」及びそれに続けて当該代替目的地を管轄する空港事務所（海上又は海上の

船舶を出発地とする航空機については、当該航空機の飛行計画を通報した空港

事務所又は当該航空機の飛行計画を通報した空港出張所及び空港・航空路監視

レーダー事務所の所在地を管轄区域とする空港事務所のことをいう。）のＩＣ

ＡＯ４文字地点略号の下３桁、ピリオド及び代替目的飛行場名（場外離着陸場

を表わす名称及び地名も含む。）を順に記入する。 

なお、代替目的飛行場名に代えて当該代替目的地の位置を記載する場合に

は、上記（ｉｈ）のア．又はイ．のいずれかによる。 

（ｓｒ）途中経路における代替飛行場名 

必要に応じ、「ＲＡＬＴ／」及びそれに続けて途中経路における代替飛行場

の数又は型式を記入する。 

ア．～イ． （略） 

（ｏ）運航者略号又は運航者名 

第７項に記入した航空機識別がＩＣＡＯ３文字略号により表示されていない

場合については、「ＯＰＲ／」及びそれに続けてＩＣＡＯ３文字略号を記入す

る。 

ただし、ＩＣＡＯ３文字略号が登録されていない運航者が外国ＦＩＲを航行

する場合は、当該運航者名を記入し、福岡ＦＩＲ内のみを航行する場合は、Ａ

ＩＰに公示されている運航者略号を記入する。 

（ｐ）飛行計画に関する問い合わせ先のＡＦＴＮアドレス又は連絡先専用通信回

線により通報した飛行計画であって、その通報の発信者のＡＦＴＮアドレスが

飛行計画に関する問い合わせ先と異なる場合、「ＯＲＧＮ／」及びそれに続け

て飛行計画に関する問い合わせ先のＡＦＴＮアドレス又は連絡先を記入する。 

 

（ｑ）代替目的飛行場名 

第１６項の代替目的飛行場に「ＺＺＺＺ」を記入した場合は、「ＡＬＴＮ

／」及びそれに続けて当該代替目的地を管轄する空港事務所（海上又は海上の

船舶を出発地とする航空機については、当該航空機の飛行計画を通報した空港

事務所又は当該航空機の飛行計画を通報した空港出張所及び空港・航空路監視

レーダー事務所の所在地を管轄区域とする空港事務所のことをいう。）のＩＣ

ＡＯ４文字地点略号の下３桁、ピリオド及び代替目的飛行場名（場外離着陸場

を表わす名称及び地名も含む。）を順に記入する。 

なお、代替目的飛行場名に代えて当該代替目的地の位置を記載する場合に

は、上記ｈ）のア．又はイ．のいずれかによる。 

（ｒ）途中経路における代替飛行場名 

必要に応じ、「ＲＡＬＴ／」及びそれに続けて途中経路における代替飛行場
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のＩＣＡＯ４文字地点略号を記入する。 

ただし、ＩＣＡＯ４文字地点略号の指定がない場合は、当該途中経路におけ

る代替地を管轄する空港事務所（海上又は海上の船舶を出発地とする航空機に

ついては、当該航空機の飛行計画を通報した空港事務所又は当該航空機の飛行

計画を通報した空港出張所及び空港・航空路監視レーダー事務所の所在地を管

轄区域とする空港事務所のことをいう。）のＩＣＡＯ４文字地点略号の下３

桁、ピリオド及び途中経路における代替飛行場名（場外離着陸場を表わす名称

及び地名を含む。）を順に記入する。 

なお、途中経路における代替飛行場名に代えて当該途中経路の代替地の位置

を記載する場合には、上記（ｉｈ）のア．又はイ．のいずれかによる。 

（ｔｓ）離陸代替飛行場名 

必要に応じ、「ＴＡＬＴ／」及びそれに続けて離陸代替飛行場のＩＣＡＯ４

文字地点略号を記入する。 

ただし、ＩＣＡＯ４文字地点略号の指定がない場合は、当該離陸代替地を管

轄する空港事務所（海上又は海上の船舶を出発地とする航空機については、当

該航空機の飛行計画を通報した空港事務所又は当該航空機の飛行計画を通報し

た空港出張所及び空港・航空路監視レーダー事務所の所在地を管轄区域とする

空港事務所のことをいう。）のＩＣＡＯ４文字地点略号の下３桁、ピリオド及

び離陸代替飛行場名（場外離着陸場を表わす名称及び地名を含む。）を順に記

入する。 

なお、離陸代替飛行場名に代えて当該離陸代替地の位置を記載する場合に

は、上記（ｉｈ）のア．又はイ．のいずれかによる。 

注 離陸代替飛行場 

出発地を離陸後、出発地に引き返すことができないような場合のために選定

する代替飛行場をいう。 

（ｕｔ）その他 

のＩＣＡＯ４文字地点略号を記入する。 

ただし、ＩＣＡＯ４文字地点略号の指定がない場合は、当該途中経路におけ

る代替地を管轄する空港事務所（海上又は海上の船舶を出発地とする航空機に

ついては、当該航空機の飛行計画を通報した空港事務所又は当該航空機の飛行

計画を通報した空港出張所及び空港・航空路監視レーダー事務所の所在地を管

轄区域とする空港事務所のことをいう。）のＩＣＡＯ４文字地点略号の下３

桁、ピリオド及び途中経路における代替飛行場名（場外離着陸場を表わす名称

及び地名を含む。）を順に記入する。 

なお、途中経路における代替飛行場名に代えて当該途中経路の代替地の位置

を記載する場合には、上記ｈ）のア．又はイ．のいずれかによる。 

（ｓ）離陸代替飛行場名 

必要に応じ、「ＴＡＬＴ／」及びそれに続けて離陸代替飛行場のＩＣＡＯ４

文字地点略号を記入する。 

ただし、ＩＣＡＯ４文字地点略号の指定がない場合は、当該離陸代替地を管

轄する空港事務所（海上又は海上の船舶を出発地とする航空機については、当

該航空機の飛行計画を通報した空港事務所又は当該航空機の飛行計画を通報し

た空港出張所及び空港・航空路監視レーダー事務所の所在地を管轄区域とする

空港事務所のことをいう。）のＩＣＡＯ４文字地点略号の下３桁、ピリオド及

び離陸代替飛行場名（場外離着陸場を表わす名称及び地名を含む。）を順に記

入する。 

なお、離陸代替飛行場名に代えて当該離陸代替地の位置を記載する場合に

は、上記ｈ）のア．又はイ．のいずれかによる。 

注 離陸代替飛行場 

出発地を離陸後、出発地に引き返すことができないような場合のために選定

する代替飛行場をいう。 

（ｔ）その他 
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「ＲＭＫ／」及びそれに続けて、次に掲げるところにより、飛行目的若しく

は当局又は機長が航空交通業務に関し必要と認める事項のうち該当する事項を

記入する。この場合、各項目間は１字あけるものとする。 

ア． 第７項に記入した航空機識別が当該航空機の無線呼出符号を７文字以

内に省略した場合については、「ＣＡＬＬ＝」及びそれに続けて省略前の当

該無線呼出符号を記入する。 

イ．～ス． （略） 

（９） （略） 

 

 

附則（平成２４年９月３日国空用第２７９号） 

１．本要領は、平成２４年１０月１８日から施行する。 

２．本要領の施行日から平成２４年１１月１５日までの間、飛行計画の記入・通報

は、本要領によるほか、ＡＩＰ ＥＮＲ １．１０ 飛行計画に記載される記入・通

報によることができるものとする。 

 

附則（平成２４年１０月９日国空用第３４９号） 

１．本要領は、平成２４年１０月１８日から施行する。 

 

附則（平成２５年１０月１７日国空用第３１６号） 

１．本要領は、平成２５年１０月１７日から施行する。 

２．本要領の施行の日において、監視機器ＡＤＳ－Ｂを使用した運航を既に行ってい

る場合にあっては、平成２５年１２月１１日までの間、当該監視機器の使用が航空

当局から認められていなくても当該監視機器の種類、性能に応じた記号を入力する

ことができるものとする。 

 

「ＲＭＫ／」及びそれに続けて、次に掲げるところにより、飛行目的若しく

は当局又は機長が航空交通業務に関し必要と認める事項のうち該当する事項を

記入する。この場合、各項目間は１字あけるものとする。 

ア 第７項に記入した航空機識別が当該航空機の無線呼出符号を７文字以内

に省略した場合については、「ＣＡＬＬ＝」及びそれに続けて省略前の当該

無線呼出符号を記入する。 

イ．～ス． （略） 

（９） （略） 

 

 

附則（平成２４年９月３日国空用第２７９号） 

１．本要領は、平成２４年１０月１８日から施行する。 

２．本要領の施行日から平成２４年１１月１５日までの間、飛行計画の記入・通報

は、本要領によるほか、ＡＩＰ ＥＮＲ １．１０ 飛行計画に記載される記入・通

報によることができるものとする。 

 

附則（平成２４年１０月９日国空用第３４９号） 

１．本要領は、平成２４年１０月１８日から施行する。 

 

附則（平成２５年１０月１７日国空用第３１６号） 

１．本要領は、平成２５年１０月１７日から施行する。 

２．本要領の施行の日において、監視機器ＡＤＳ－Ｂを使用した運航を既に行ってい

る場合にあっては、平成２５年１２月１１日までの間、当該監視機器の使用が航空

当局から認められていなくても当該監視機器の種類、性能に応じた記号を入力する

ことができるものとする。 
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附則（平成２７年２月３日国空用第６６８号） 

１．本要領は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

附則（平成２８年１０月１３日国空用第４４９号） 

１．本要領は、平成２８年１１月１０日から施行する。 

 

 

 

 

附則（平成２７年２月３日国空用第６６８号） 

１．本要領は、平成２７年４月１日から施行する。 

 

新規 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


